




















把握できる。昆明方言は音声面で鼻音韻尾 -n，-ŋ が鼻母音化し，“班”と“幇”をともに ，“金”













































評価も変わる。下記の図 1 から図 3 は，「あなたは昆明が好きか」という昆明の好感度を各層に尋
ねた結果である。図 1 は，ネイティブと省内ノン・ネイティブ，省外ノン・ネイティブの比較，
図 2 は，ネイティブの青年層，活躍層，高年層の比較，図 3 は，ネイティブの親の出身地別によ
る純ネイティブ，省内ネイティブ，省外ネイティブの比較である。

























答を合計し，表 1 と表 2 （ともに値は％）にまとめた。表 1 は，ネイティブの平均とネイティブ
の世代別の地域イメージ，表 2 は，ネイティブの平均と省内ノン・ネイティブ，省外ノン・ネイ
ティブの地域イメージである。























ネイティブ平均 青年層 活躍層 高年層
素朴 85.1％ のんびりしている 87.8％ 素朴 96.8％ 人情味がある 100.0％
人情味がある 82.0％ 素朴 85.9％ 人情味がある 84.8％ 純粋 100.0％
純粋 79.7％ おしゃべり 74.3％ 純粋 85.4％ 重苦しい 91.1％
のんびりしている 76.2％ 開放的 69.0％ のんびりしている 82.2％ 素朴 72.7％
単純 71.4％ 単純 65.8％ 単純 75.8％ 単純 72.7％
おしゃべり 65.6％ 明るい 63.9％ 明るい 65.6％ 知的 72.7％
開放的 63.1％ 人情味がある 61.3％ 活動的 65.6％ 強情 68.2％
活動的 62.3％ 活動的 57.5％ 開放的 65.5％ せわしない 68.2％
明るい 59.2％ 純粋 53.8％ おしゃべり 58.5％ おしゃべり 64.1％
知的 58.3％ 都会的 51.8％ 都会的 58.5％ 活動的 63.8％
都会的 53.4％ 知的 46.8％ 知的 55.4％ のんびりしている 58.5％
強情 53.3％ 強情 42.2％ 強情 49.6％ 開放的 54.9％
重苦しい 45.6％ 田舎くさい 42.0％ ねばり強い 42.0％ 閉鎖的 54.9％
ねばり強い 42.8％ ねばり強い 36.3％ 閉鎖的 41.4％ ねばり強い 50.1％
閉鎖的 38.3％ はなやか 24.0％ せわしない 31.2％ 都会的 49.8％
田舎くさい 37.8％ 重苦しい 23.8％ はなやか 28.0％ 明るい 48.1％
せわしない 37.1％ 閉鎖的 18.4％ 田舎くさい 26.1％ 田舎くさい 45.4％
はなやか 30.9％ 無口 14.7％ 無口 24.8％ はなやか 40.6％
無口 14.7％ せわしない 11.8％ 暗い 21.6％ 暗い 8.9％
暗い 14.1％ 暗い 11.7％ 重苦しい 21.6％ 無口 4.7％
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素朴 85.1％ 開放的 72.7％ のんびりしている 79.2％
人情味がある 82.0％ おしゃべり 72.7％ 素朴 78.3％
純粋 79.7％ 活動的 72.7％ 開放的 60.9％
のんびりしている 76.2％ 明るい 59.1％ おしゃべり 60.9％
単純 71.4％ 都会的 59.1％ 活動的 60.9％
おしゃべり 65.6％ のんびりしている 54.5％ 人情味がある 56.5％
開放的 63.1％ せわしない 54.5％ 明るい 52.2％
活動的 62.3％ 知的 45.5％ 閉鎖的 47.8％
明るい 59.2％ 素朴 45.5％ 純粋 39.1％
知的 58.3％ 人情味がある 45.5％ 田舎くさい 39.1％
都会的 53.4％ はなやか 45.5％ 知的 34.8％
強情 53.3％ 重苦しい 40.9％ 単純 34.8％
重苦しい 45.6％ 単純 40.9％ 都会的 30.4％
ねばり強い 42.8％ 純粋 36.4％ ねばり強い 30.4％
閉鎖的 38.3％ 閉鎖的 36.4％ 暗い 30.4％
田舎くさい 37.8％ 強情 36.4％ 強情 30.4％
せわしない 37.1％ ねばり強い 27.3％ はなやか 21.7％
はなやか 30.9％ 田舎くさい 27.3％ 無口 17.4％
無口 14.7％ 無口 22.7％ せわしない 13.0％
暗い 14.1％ 暗い 9.1％ 重苦しい 13.0％
昆明方言における各層間の意識差とその原因 25
7 ．昆明方言に対する好感度
それでは，昆明方言に対する好感度はどうであろうか。以下の図 4 から図 6 は，昆明方言に対
する好感度を各層ごとに尋ねた結果である。図 4 は，ネイティブの平均と省内ノン・ネイティブ，









































う肯定的な回答を合計し，表 3 と表 4 にまとめた。表 3 は，ネイティブの平均とネイティブの世
代別の昆明方言に対するイメージ，表 4 は，ネイティブの平均と省内ノン・ネイティブ，省外ノ
ン・ネイティブの 2 つの層の昆明方言に対するイメージである。
図 6 　ネイティブの親の出身地別による好感度 図 7 　共通語に対するネイティブの親の出身地別に
よる好感度
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ネイティブ平均 青年層 活躍層 高年層
使いやすい 86.0％ 素朴 87.8％ おだやか 86.0％ 親しみやすい 100.0％
素朴 81.8％ 使いやすい 82.9％ 素朴 80.2％ 使いやすい 100.0％
おだやか 81.5％ 早口 68.7％ 使いやすい 75.2％ 良いことば 95.6％
親しみやすい 78.0％ 表現が豊か 66.6％ 丁寧 69.4％ 丁寧 95.6％
丁寧 69.7％ 親しみやすい 64.7％ 親しみやすい 69.4％ おだやか 95.3％
早口 67.2％ おだやか 63.4％ 良いことば 58.6％ 素朴 77.4％
良いことば 65.8％ 味がある 54.7％ 表現が豊か 56.5％ 味がある 77.4％
表現が豊か 65.3％ きれい 47.6％ 早口 55.4％ 早口 77.4％
味がある 61.2％ 丁寧 44.3％ 味がある 51.6％ きれい 73.0％
きれい 56.1％ やぼったい 43.9％ きれい 47.8％ 表現が豊か 72.7％
荒っぽい 30.7％ 良いことば 43.3％ やぼったい 29.3％ きつい 54.4％
やぼったい 30.5％ 荒っぽい 37.4％ 荒っぽい 27.4％ 悪いことば 50.1％
きつい 28.5％ 汚い 30.6％ 感情的 23.0％ ねばっこい 40.9％
感情的 27.3％ 聞き取りにくい 24.1％ ねばっこい 17.2％ まのびしている 40.9％
まのびしている 26.3％ まのびしている 20.8％ まのびしている 17.2％ 感情的 40.9％
悪いことば 24.4％ きつい 20.3％ 聞き取りにくい 14.6％ 荒っぽい 27.2％
ねばっこい 23.6％ 感情的 17.9％ 悪いことば 14.6％ 汚い 22.8％
汚い 22.5％ ねばっこい 12.8％ 汚い 14.0％ やぼったい 18.3％





















素朴 81.8％ 表現が豊か 68.2％ 早口 69.6％
おだやか 81.5％ 味がある 63.6％ 味がある 60.9％
親しみやすい 78.0％ 早口 59.1％ 荒っぽい 60.9％
丁寧 69.7％ 素朴 50.0％ 表現が豊か 56.5％
早口 67.2％ おだやか 50.0％ 聞き取りにくい 56.5％
良いことば 65.8％ 親しみやすい 40.9％ 素朴 52.2％
表現が豊か 65.3％ きれい 40.9％ ねばっこい 52.2％
味がある 61.2％ 汚い 40.9％ おだやか 43.5％
きれい 56.1％ 丁寧 36.4％ 親しみやすい 43.5％
荒っぽい 30.7％ 荒っぽい 36.4％ きれい 39.1％
やぼったい 30.5％ 悪いことば 36.4％ 良いことば 34.8％
きつい 28.5％ 良いことば 31.8％ やぼったい 34.8％
感情的 27.3％ きつい 31.8％ まのびしている 30.4％
まのびしている 26.3％ ねばっこい 27.3％ きつい 30.4％
悪いことば 24.4％ 聞き取りにくい 22.7％ 丁寧 26.1％
ねばっこい 23.6％ やぼったい 18.2％ 悪いことば 21.7％
汚い 22.5％ 感情的 18.2％ 汚い 17.4％


























う鍵と考えられるためである。最後に， 9 － 3 　近年の昆明方言の状況で，近年の方言意識の変
化をインターネットに掲載された記事を通じて確認したい。
9 － 1 　省外ネイティブの昆明と昆明方言に対する意識











開放的 69.0％ 開放的 65.6％ 開放的 35.0％
おしゃべり 68.2％ おしゃべり 91.7％ おしゃべり 41.8％
都会的 53.7％ 都会的 66.7％ 都会的 43.4％
活動的 70.2％ 活動的 68.3％ 活動的 41.8％
田舎くさい 21.1％ 田舎くさい 29.1％ 田舎くさい 78.0％











良いことば 73.7％ 良いことば 65.8％ 良いことば 49.9％
丁寧 73.3％ 丁寧 83.4％ 丁寧 52.9％
きれい 61.7％ きれい 65.9％ きれい 37.8％
荒っぽい 22.5％ 荒っぽい 33.3％ 荒っぽい 45.6％
やぼったい 13.1％ やぼったい 29.1％ やぼったい 66.9％





































































含む） 6 名，広東 5 名，江西 4 名，貴州 4 名，上海 3 名，江蘇 3 名，湖南 3 名，河北 2 名，河南
2 名，広西 2 名，遼寧，北京，山西，陝西，山東，安徽がそれぞれ 1 名と実に多岐にわたってい
る。
表 7 　省外ネイティブの両親の出身地一覧
父 母 父 母 父 母 父 母
四川 資宗 四川 資宗 広東 雲南 雲南 昆明 貴州 貴陽 江蘇 徐州 江蘇 無錫
四川 成都 四川 成都 河南 広東 上海 上海 山西 江蘇
河南 四川 自貢 江西 南昌 江西 南昌 上海 雲南 昆明 広西 南寧 広西 南寧
重慶 安徽 安慶 江西 南昌 江西 南昌 湖南 長沙 湖南 長沙 遼寧 東豊 山東 蓬莱
広東 湛江 広東 湛江 貴州 貴陽 貴州 安順 雲南 昆明 湖南 長沙 陝西 漢陽 雲南 石屏







なら，表 5 と表 6 の結果からも明らかなように，省外ネイティブは昆明と昆明方言に対して，そ
れほどよいイメージを抱いていないからである。
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9 － 2 　ネイティブ青年層の昆明と昆明方言に対する意識

























































9 － 3 　近年の昆明方言の状況
本稿の基礎となる昆明方言の意識調査からすでに14年が経過した。この14年の間に昆明方言の
使用者の言語意識に関する論考は管見では見当たらない。そこで，インターネットで目を引いた













































来は危ういと言わざるを得ない。 9 － 3 　近年の昆明方言の状況の後半で引用したようなささや
かな試みが，その歯止めとなるかどうか，今後の状況に注目したい。
〈注〉
（ 1 ）  本稿は2009年11月21日に，日本中国語学会東海支部において発表したものを論文にまとめたものであ
る。
（ 2 ） 袁家驊（1983）p.23
（ 3 ） 張映庚（1997）p.279
（ 4 ）  ここで言う共通語とは，｢北京語音を標準音とし，北方話（官話）を基礎方言とし，典型的な現代白話
文著作を文法の規範とする｣「普通話」を指す。
（ 5 ）  筆者は1988年から1989年にかけて 1 年間昆明に滞在していた。その後も数年ごとに昆明を訪れた際に，
省外の来訪者からこの種の話をたびたび耳にした。
（ 6 ）  「方言正在从00后昆明人的生活中消失」（2018年 7 月 5 日閲覧）
国際教養学部論叢　第11巻第 1号38
 http://www.ynhouse.com/news/view-157372.html
（ 7 ）  「身为昆明娃要会昆明话　13所公立幼儿园实验方言教学」（2018年 7 月 5 日閲覧）
 http://www.yn.xinhuanet.com/hot/2017-11/07/c_136733515.htm
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